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山
田
議
員
は
、 

日
本
の
食
糧
の
六
割

を
海
外
に
依
存
し
、
Ｂ
Ｓ
Ｅ
，
鳥
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
、
輸
入
野
菜
の
農
薬

付
着
問
題
、
食
品
の
偽
表
表
示
問
題

な
ど
食
料
の
安
全
性
が
脅
か
さ
れ
て

い
る
こ
と
を
述
べ
る
と
共
に
農
家
の

高
齢
化
等
で
、
後
継
者
は
減
少
し
、
耕

作
放
棄
地
の
増
加
傾
向
に
あ
る
と
指

摘
し
ま
し
た
。

 

岩
国
市
は
「
生
産
基
盤
等
の
充
実
」、

「
担
い
手
の
育
成
」、「
農
村
環
境
の
有

効
活
用
」
等
を
実
施
す
る
と
し
て
い

ま
す
。「

の
現
状
と
今
後
の
方
針

に
つ
い
て
質
問
を
行
な
い
ま
し
た
。

 

耕
地
は
、
平
成
七
年
約
490
ha
、
平
成

十
二
年
に
は
約
383
ha
に
減
少
、
休
耕

田
は
増
加
傾
向
に
あ
る
。
二
鹿
、
南
河

内
地
区
で
市
民
農
園
を
開
設
し
、
休

耕
田
の
解
消
に
努
め
て
い
ま
す
。
又
、

長
野
、
麻
生
田
地
区
の
２
箇
所
で
移

動
放
牧
シ
ス
テ
ム
化
推
進
事
業
を
導

入
し
た
と
答
え
ま
し
た
。

 

又
、
山
田
議
員
は
、
来
年
度
、
政
府

が
「
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
い
制

度
」
の
廃
止
を
予
定
し
て
い
る
こ
と

を
紹
介
し
、
岩
国
市
と
し
て
政
府
に

制
度
の
継
続
を
求
め
る
よ
う
求
め
ま

し
た
。

 

市
長
は
、
政
府
に
対
し
て
制
度
の

継
続
を
求
め
る
と
答
弁
し
ま
し
た
。

 

昨
年
「
罠
の
資
格
」
を
取
得
し
た

海
土
路
地
区
の
メ
ン
バ
ー
と
イ
ノ

シ
シ
被
害
に
悩
む
農
家
が
結
束
し
、

今
年
組
合
を
結
成
、
檻
罠
を
購
入

し
て
、
設
置
し
ま
し
た
。

 

七
月
十
六
日
ま
で
に
罠
で
イ
ノ
シ

シ
四
頭
捕
獲
、
解
体
し
て
組
合
員

に
シ
シ
肉
を
分
配
し
て
い
ま
す
。

　
　
そ
の
八

  

六
月
三
〇
日
か
ら
市
内
二
十
一
地
区
二
十
三
会
場
で
住
民
説
明
会
が
行
な

わ
れ
て
い
ま
す
。
説
明
会
は
ど
の
会
場
も
参
加
者
が
少
な
く
、
そ
う
し
た
中

で
も
「
新
市
建
設
計
画
」
や
「
議
員
の
身
分
」
に
関
心
が
あ
つ
ま
っ
て
い
ま

す
。

 

六
月
二
日
の
法
定
協
議
会
で
は
、
委
員
の
投
票
で
「
在
任
特
例
」
を
決
定
。

既
に
周
辺
の
六
町
村
の
議
会
は
、「
在
任
特
例
」
を
決
議
し
て
い
ま
す
。

岩
国
市
議
会
で
は
「
在
任
特
例
（
八
人
）」、「
定
数
特
例
（
十
二
人
）」、「
原

則
選
挙
（
八
人
）」
と
拮
抗
し
て
い
ま
す
。

 

市
民
会
館
で
新
市
の
街
づ
く
り
に
つ
い
て
質
問
が
あ
り
、「
新
市
建
設
特
別

委
員
会
」
の
委
員
長
で
あ
る
岩
国
市
議
会
議
長
は
「
ま
っ
た
く
議
論
し
て
い

ま
せ
ん
」
と
述
べ
る
等
の
発
言
も
あ
り
、
こ
の
地
域
説
明
会
で
市
民
の
理
解

を
得
た
と
す
る
の
は
如
何
な
も
の
で
し
ょ
う
か
。

「
在
任
特
例
」・
・
旧
市
町
村
の
議
員
は
、
合
併
後
二
年
以
内
は
新
市
の
議
員

　
　
　
　
　
　
　
で
在
籍
す
る
こ
と
が
出
来
る
。（
岩
国
圏
域
一
〇
四
人
）

「
定
数
特
例
」・
・
議
員
の
定
数
は
上
限
数
（
三
四
名
）
の
二
倍
の
範
囲
内
で

　
　
　
　
　
　
　
定
数
を
定
め
、
合
併
時
選
挙
す
る
。

「
原
則
選
挙
」・
・
自
治
法
の
規
定
す
る
上
限
（
三
四
名
）
で
、
合
併
時
選
挙

　
　
　
　
　
　
　
す
る
。

今
年
も
「
狩
猟
免
許
」
試
験
が

岩
国
市
内
で
実
施
さ
れ
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は

 

岩
国
市
役
所
・
農
林
課
へ

　
電
話
　
２
９
＝
５
１
１
３

 

岩
国
市
内
の
農
業
後
継
者
は
、
平

成
七
年
４
４
８
７
人
、
平
成
十
二

年
は
３
６
３
２
人
に
減
少
し
て
お

り
、 

対
策
と
し
て
、
山
口
県
、Ｊ
Ａ

等
関
係
機
関
と
強
調
し
な
が
ら

（
財
）
や
ま
ぐ
ち
農
林
振
興
公
社
の

活
用
の
推
進
や
平
成
十
五
年
度
二

鹿
地
区
に
「
や
ま
ぐ
ち
型
担
い
手

組
織
」
の
導
入
し
、
推
進
し
て
い
る

と
答
弁
し
ま
し
た
。

 

学
校
給
食
、
朝
市
（
４
ヶ
所
）
な
ど

の
農
林
産
物
の
直
販
所
や
岩
国
レ
ン

コ
ン
や
赤
大
根
等
岩
国
の
伝
統
野
菜

を
対
象
に
し
た
特
別
コ
ー
ナ
ー
を
市

内
大
型
店
（
３
店
舗
）
に
設
置
し
、
確

実
に
促
進
拡
大
し
て
い
る
と
答
弁
し

ま
し
た
。

にぎわう朝市(南河内）

耕作放棄地に肉用牛の放牧（麻生田）
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新
庁
舎
の
一
般
駐
車
場
に
つ
い
て
、

現
在
で
も
市
民
会
館
の
利
用
者
や
來

庁
舎
が
多
く
大
変
狭
い
。
も
っ
と
駐

車
台
数
を
増
や
す
べ
き
だ
と
質
し
ま

し
た
。

 

部
長
は
一
般
駐
車
場
200
台
、
車
椅
子

使
用
者
用
５
台
。現
在
の
来
庁
者
の
駐

車
ス
ペ
ー
ス
の
２
倍
を
確
保
し
て
い

る
と
答
弁
し
ま
し
た
。

 

山
田
議
員
は
市
町
村
合
併
に
よ
る
利

用
者
増
の
こ
と
を
考
え
る
と
駐
車
ス

ペ
ー
ス
は
狭
い
。
再
度
、
駐
車
ス
ペ
ー

ス
の
拡
大
を
求
め
ま
し
た
。

 

庁
舎
用
地
を
挟
ん
で
東
西
に
あ
る
市

道
拡
幅
に
つ
い
て
地
元
要
請
を
組
み

入
れ
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

 

部
長
は
、
車
道
の
機
能
は
確
保
出
来

る
。従
っ
て
車
道
部
分
の
拡
幅
は
行
な

わ
ず
、
歩
道
に
つ
い
て
は
、
車
椅
子
使

用
者
を
含
め
歩
行
者
の
安
全
完
全
確

保
が
図
れ
る
幅
員
等
の
整
備
を
予
定

し
て
い
る
と
答
弁
し
ま
し
た
。

 

山
田
議
員
は
、
商
工
会
議
所
側
の
市

道
は
公
用
車
の
出
入
り
が
多
く
な
り
、

庁
舎
を
建
設
し
た
ら
二
度
と
道
路
拡

幅
は
困
難
で
あ
る
と
指
摘
し
、
地
元

要
望
を
組
み
入
れ
、
新
庁
舎
建
設
に

あ
わ
せ
て
拡
幅
改
良
を
す
る
よ
う
求

め
ま
し
た
。

 

合
併
協
議
会
に
お
い
て
、
市
長
は
新

庁
舎
の
建
設
財
源
を
補
助
金
と
基
金

で
行
な
え
る
よ
う
最
大
限
の
努
力
を

す
る
と
答
弁
し
て
い
る
が
、
新
庁
舎

建
設
に
必
要
な
財
源
104
億
円
の
内
、

建
設
基
金
約
18
億
円
を
差
し
引
い
た

約
86
億
円
の
補
助
金
が
防
衛
施
設
庁

か
ら
得
ら
れ
る
の
か
、
そ
の
見
通
し

を
明
ら
か
に
す
る
よ
う
求
め
ま
し

た
。

　「
現
時
点
で
は
補
助
額
を
示
す
こ

と
は
出
来
な
い
。
防
衛
施
設
庁
に
岩

国
市
の
財
政
状
況
等
を
説
明
し
、
相

応
の
助
成
を
お
願
い
し
て
い
る
」
と

一
年
前
と
同
じ
答
弁
を
繰
り
返
し
ま

し
た
。

 

山
田
議
員
は
、
来
年
度
か
ら
建
設

に
着
工
す
る
計
画
に
な
っ
て
い
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
未
だ
に
補
助
金
額

が
明
ら
か
に
さ
れ
な
い
こ
と
は
常
識

的
に
は
考
え
ら
れ
な
い
と
指
摘
。
一

日
も
早
く
建
設
資
金
の
内
訳
を
明
ら

か
に
す
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

 

昭
和
46
年
の
「
宅
地
造
成
等
規
制

法
」
以
前
の
宅
地
で
、
近
年
、
雨
水
・

家
庭
排
水
と
「
暗
き
ょ
」
と
の
因
果

関
係
は
定
か
で
は
な
い
が
、
岩
国
市

管
理
の
道
路
で
陥
没
等
が
起
こ
り
、

岩
国
市
よ
り
関
係
住
民
に
補
修
の
一

部
負
担
を
求
め
る
動
き
が
あ
る
こ
と

を
紹
介
し
、
こ
の
よ
う
な
排
水
施
設

参議院選挙では日本共産党へのご声援を頂きありがと
うございました。引き続き、要求実現のため奮闘いた
します。

の
維
持
管
理
は
ど
こ
が
行
な
う
の
か

と
質
し
ま
し
た
。

 

建
設
部
長
は
「
現
在
の
開
発
許
可
基

準
お
よ
び
各
種
基
準
に
対
応
す
る
施

設
で
あ
る
こ
と
が
基
本
と
な
る
。
し

か
し
、
そ
れ
ま
で
（
昭
和
46
年
）
に
設

置
さ
れ
た
施
設
に
つ
い
て
、
ど
の
よ

う
な
方
法
で
施
設
の
維
持
管
理
が
可

能
か
検
討
し
た
い
」
と
答
弁
し
ま
し

た
。

 

山
田
議
員
は
、
住
民
に
負
担
が
か
か

ら
な
い
よ
う
求
め
ま
し
た
。


